















































3.低額度ダイグラム強化条件 (iD L (A)条件J10名， ID L (8)条件18名J)
上記の変動比率強化条件 (VR条件)と問機，被験者はテレビゲームのような実験環境下で10個の
選択キーを次々と押す。パソコンは，被験者が数字を生成するたびに，その直前に生成された数字と
の組合せで決まるダイグラムの生起を記録する。たとえば， 14 Jの次に i5Jを選んだ場合のダイ
グラムは i45Jということになる。そして，セッション開始からその時点までのダイグラムの出現頒
度を参照し，生起可能な 10通りのダイグラムのうち，相対的に出現頒度の少ない5個のダイグラム
のいずれかが生起した場合に限って，得.点を与えた。たとえば， i 4 Jを選んだ直後では， i40J， 
i 41J. i 42J.… i49Jという 10通りのダイグラムの生起が可能であるが，そのうちで過去の生起
頻度が少ない5個のダイグラムのいずれかが選択された場合に限って得点、が与えられた(画面その他，
詳細については長谷川， 1989を参照)。
D L (A)条件では，各被験者は変動比率強化条件とま ったく同じ笑験室内でまったく同じ装置を用
い，個別に実験に参加した。 DL (8)条件は，岡山大学心理学初級笑験の一環として，岡山大学総
合情報センターのパソコン端末室内で，いっせいに実験に参加した。








































n -1回目の|替差:(Rn-l-Rn-2+10) MO D 10 
n回目の階差 : (Rn-Rn-l+10) MOD 10 
ただし， R n-2， R n-l， R nは，それぞれn-2回目， n -1回目， n回目に選択された数値である。
また，“aMOD b"は，整数aを整数bで割った時の余りを意味するものとする。たとえば，n 
-2回目， n -1回目， n回目に，それぞれ， 3， 1， 4が選択された場合のn-l回目の|暗差は，














w DL(B) VR+I DL+I 
生成条件
Flg. 1 実験1: 5通りの条件下で生成された数系列の301回目から400回目までの反応
内容を， 3種類の予測方略で予測した際の的中率を比較した。 W:i医院条件，
VR:変動比率強化条件， D L (A)・DL (8) :低煩度ダイグラム強化条件，
VR十 I:変動比率強化+君臨的教示付加条件， D L+ I低頻度ダイグラム強
化条件+言語的教示付加条件。








W条件， V R条件， D L (A)条件， DL(B)条件を込みにした57名中，単純頻度予測方略に基づく予
測の的中率が3方略中，最も低かった被験者は47名であった (XZ=73.56， P <. 01)。特に， D L 
(A)条件においては，単純予iJ11)方略による的中率が50%に満たない被験者数が60%(10名中6名)に
達した。
これに対して，推移鎖度予iM方略では， D L (A)条件の2名を除く 55名，階差頻度予測方略ではW
条件の2名を除く除く 55名，いずれも全体の96%の被験者に対する的中率が50%を上回った(いずれ


























方略 Pearson相関係数r=-0.55， Spearman順位相関係数p=ー0.60，Kendall順位相関係数r=-0.40: 
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Fig.4に， 3種類の予測方略による的中需を各被験者別に示した。なお， K 2!立，家庭の事情によ
り最後まで実験に参加できなかったので，今回の分析対象からは除外した。

























被験体 5頭のサル (M5のみニホンザJレで3歳。他はアカゲザルで， M 1は2歳， M 4とM7












































































( 1 ) これら健常児のデータの一部は，長谷川(l989)において.))1]の観点から発表した。
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